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レーダー・ライダー複合拠点観測による物質・エネルギーの動態観測

Study of material and energy flow with radar/lidar observations from
Equatorial Atmosphere Radar site
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インドネシア・スマトラ島の赤道直下において2001年から長期連続観測を続ける赤道大気レー
ダー(Equatorial Atmosphere Radar;以下ではEAR)を中心とする赤道大気観測拠点を整備・増強・
発展させ、複合観測を実施することで、地表から高度1000kmまでの全高度域にわたる大気の動
態を明らかにし、大気中の諸物質が赤道域の地表付近から対流圏・成層圏を経由して地球大気全
体に波及する状況を明らかにする。このため、EARに「多チャンネル受信観測システム」を新設
し、大気乱流や電離圏擾乱のイメージング観測を実現する。境界層レーダーとXバンド・ドップ
ラーレーダーを更新し、大気波動の発生と伝搬・砕波の様相を明らかにする。既存の高機能ライ
ダーをベースとした「新マルチライダー」を開発し、対流圏上部の巻雲の動態、対流圏ー成層圏
間フロー、中間圏金属原子層の動態を明らかにする。3次元走査型ドップラーライダーと無人航
空機上空サンプリングを中心とする観測キャンペーンから積雲対流と雲生成機構を解明する。講
演では研究プロジェクトの概要を紹介する。
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